
（現行の経営体制・手法を継続する理由） （今後の経営改革の方向性等）

人員に余裕がなく、通常業務をこなすだけで精一杯であり、抜本的な改革の実施が検討できていな
いため。

人口減少等による料金収入の減少や、施設・設備の老朽化に伴う予算額の
増大などを踏まえ、経営基盤の強化を図る。
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田野町 簡易水道事業 田野町簡易水道事業

地方公営企業の抜本的な改革等の取組状況（平成28年3月31日現在） 
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